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プラットフォームとは︖

2

種々のデータの
センシング、収集

処理結果をフィードバック
物理空間を駆動

データ収集基盤および処理結果駆動基盤
多種のセンサー、情報端末、ネットワーク、アクチュエータで構成

プラットフォーム

• 各種センサー、情報端末とネットワークを駆使し⼤量なデー
タを収集（収集場所︓クラウド、サーバ群）

• 収集した⼤量データ(ビッグデータ）を計算パワーを使って
処理することにより整理、統計処理（空間的、時系列的）

• 深層学習、機械学習により、特徴抽出、予⾒
• 学習結果をフィードバックし、物理空間(⼈、モノ）を駆動
（アクチュエーション）

• 社会に存在する様々な問題を解決、新規ビジネスの創出

• アプリケーション（領域）に特化されすぎている
• 他アプリケーション（領域）との互換性がない
• 情報通信系との相互協調、最適化されていない
• 複数分野融合領域を新規創出しにくい
• 現状“データサイエンス”等情報処理の⼈材育成は⾏われてい
るが、データを⽣成・取得し、結果を物理空間にフィード
バックする部分も含めた⼈材育成は⼗分とはいえない

情報のデジタル化に加え、農学、医学、防災、
公共政策等の複合領域で最適化され、

かつ利⽤が容易なプラットフォーム整備が必要

データベース、サーバ、クラウド
多数のサーバから構成、収集データを処理

機械学習、深層学習等により、特徴抽出、最適化、予⾒

⼈間の“脳”
の部分

複数専⾨領域を統合、融合可能な
プラットフォームの構築を
フィロソフィを持って構築

できる⼈材育成が急務

⼈間の“神経”
の部分

現状の課題
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プラットフォーム学＝Beyond (Advanced) データサイエンス
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データベース、サーバ、クラウド
⼤規模計算機サーバ群で構成、収集データを処理
機械学習、深層学習等により、特徴抽出、予⾒

データ収集基盤および処理結果駆動基盤
多種のセンサー、情報端末、有無線情報通信基幹ネットワーク、

アクチュエータで構成

基本構成

種々のデータの
センシング、収集

処理結果をフィードバック
物理空間を駆動

プラットフォームの現状、課題 今後⽇本で必要となるプラットフォーム

実現のためには、
情報学＋情報学外
理系学術＋⽂系学
術（倫理、法律、
流通、政策）
の知識が必要

実現のためには
情報学の知識が必要

実現のためには
情報学＋情報学外
理系学術（農学、
医学、防災等）
の知識が必要

1.データや処理の分散性、安全性、⾼速性、
低消費電⼒、低コスト化が可能

3.⽇本オリジナルの社会的倫理観、精神
性、公正性、価格の均衡といった⽇本
が世界を先導する“背⾻”を新規実装

4. 様々なアプリケーションを駆動「アク
ティベーション」し、国際的展開できる
開発＋法律、流通、政策等の知識が必要

2. データが持つ意味を理解し、解釈し、
利⽤データに適応した処理、表現を⾏
うことでより最適化が可能

1. 計算パワーを使って
⼤規模データを処理

2. 深層学習、機械学習が定番化

3. 他国製クラウド、通信ネット
ワーク（例 5G）の台頭︓
⼀部の企業が⼤量なデータの収集・処
理を⾏う、特許等⽇本の存在感は⼗分
とは⾔えない

4. 技術者のみが開発、
国際的な視点で標準化、ビジネ
スができない

⼈間の
“脳”
の部分

⼈間の
“神経”
の部分
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プラットフォーム学の理念、育成する⼈材
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情報学版リベラルアーツ
「プラットフォーム学」を新規創出

知能情報学 計算機科学
数理科学・⼯学 システム科学

通信⼯学 社会情報学

世界で台頭するデータプラットフォーマに新しい形で勝負を挑むことができる
次世代のプラットフォーマ⼈材を京都⼤学から創出

情報学がもつ側⾯ 情報学外がもつ側⾯
（理系学術、⽂系学術）

新規アプリケーションに柔軟に対応したグローバル展開可能なプラットフォームを⾃ら創出

プラットフォームをベースに社会問題を解決する新たなアプリケーションを創出

⽂理混在型、異⽂化融合

プラット
フォーム学

倫理、法学
流通

データ論
意味論 解釈論
表現論 処理論

情報流体論

社会
アクティ

ベーション論

システム
駆動論

コミュニティ
形成論

アーキテクチャ
構築論

農学 医学 防災
法学 公共政策 倫理 流通

プラットフォーマー⼈材
「6つの能⼒」

中核卓越専⾨⼒ 深化専⾨⼒
⽂理融合⼒ 構築⼒ 推進⼒ 持続⼒
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育成する⼈材像
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⚫ サイバープラットフォームが確⽴していない分野に対して新た
なプラットフォームをフィロソフィーをもって⾃らデザイン・国際
標準化し、起業を含めた社会実装を⾏うことができる⼈材

⚫ Society 5.0を構成する情報の本質を理解し、AI時代に合った情
報の “下ごしらえ” ができる⼈材

⚫ さまざまな分野の社会問題を解決するプラットフォームを専
⾨性の⾼い最新の情報技術（IT）と通信技術（CT）とセキ
ュリティ技術（ST）を駆使して、⾃らデザインできる⼈材

⚫ 国内外におけるSociety 5.0実現のための様々な研究開発プロジ
ェクトを構築、推進する⼈材

（例えば医学、農業、ものづくりでは、重要項

目、生成頻度、処理単位はそれぞれ違う）

プラットフォーマー⼈材
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育成する学⽣像︓６つの能⼒
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プラットフォーム学卓越⼤学院
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総長

大学院横断教育プログラム推進センター

プラットフォーム学大学院プログラム

教授会・委員会

プラットフォーム利⽤
連携機関

国内連携企業

トヨタ自動車 wenovator

グッドイートカンパニー

プラットフォーム構築
連携機関

国内連携研究機関

NECシステムプラットフォーム

研究所

Yahoo! JAPAN研究所

通信技術連携機関

国内連携研究機関、大学、法人

情報通信研究機構

国際電気通信基礎技術研究所（ATR)
波動光学研究所

適応コミュニケーション研究所

KDDI総合研究所

海外連携研究所、大学

Institute for Infocomm Research
（I2R)
デルフト工科大学（TU Delft)

国内連携通信事業者

NTT西日本

国内連携企業

ソニーグループ、三菱電機、アンリツ

情報技術連携機関
海外連携研究所、大学

イリノイ大学

ベルリン工科大学（TU Berlin)
ミュンヘン工科大学（TU Munich)
ポツダム大学 オールボー大学

ソルボンヌ大学 CNRS
ウイーン工科大学

国内連携研究機関、大学、法人

理化学研究所

統計数理研究所

国際電気通信基礎技術研究所（ATR)
深層インタラクション研究所

NTTコミュニケーション科学基礎研究所

Rubyアソシエーション

医学関係連携機関
国内連携研究機関、法人

自治医科大学

医療経済研究機構

国内連携研究機関・大学・法人

農業・食品産業技術総合研究機構

総合地球環境学研究所

海洋研究開発機構

農業農村整備情報総合センター

水産大学校

国内連携企業

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング

気象工学研究所

海外連携大学

シカゴ大学 フロリダ大学

華中農業大学

国立台湾大学

国立中興大学

農学関係連携機関

各研究科
教授会

科⽬・講義提供

学⽣履修

研究連携

インターンシップ
講義提供、学位研究
研究・⼈材交流

プロモーション連携機関
国内連携企業

角川アスキー総合研究所

授業評価、カリキュラム設計、改善

社会実装連携機関
京都大学 産官学連携本部

ICT連携推進ネットワーク

農 学

農学研究科

医 学

医学研究科

情報学

情報学研究科

防 災

防災研究所

公共政策大学院
法学研究科

倫倫理理、、法法学学
流流通通

合計41機関
95名のプログラム担当者
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n 卓越⼤学院（h"ps://www.jsps.go.jp/j-takuetsu-pro/ ）
u 各⼤学が⾃⾝の強みを核に、これまでの⼤学院改⾰の成果を⽣かし、国内外

の⼤学・研究機関・⺠間企業等と組織的な連携を⾏いつつ、世界最⾼⽔準の
教育⼒・研究⼒を結集した５年⼀貫の博⼠課程学位プログラム

u 複数研究科に所属する学⽣が本プログラムに参加可能

n 授業講義
u プラットフォーム学展望

ICTによるプラットフォーム基盤構築に必要な技術の基礎を解説・討論

u プラットフォーム学セミナー
現場領域（農学、医学、防災）の観点からプラットフォーム利⽤の実際を解説・討論、プラット
フォームにおけるデータ収集と現場環境駆動実習等

u プラットフォーム学特別セミナー
プラットフォームの開発戦略、プラットフォームを⽤いたビジネスモデル、農業、医療、防災関
連等の実データの利活⽤法に関して解説・討論

u プラットフォーム学特別セミナー２
プラットフォームの社会展開、国際展開に必要となる基礎学術に関して解説・討論

n 対外活動⽀援
u フィールドリサーチインターンシップ

国内外の連携機関等の協⼒のもとでの外部機関でのインターンシップ

u 国際コロセウム
国内外の同分野のプラットフォーム⼈材の技術討論

n 研究活動・プロジェクト構築⽀援
u Pla$orm Ini,a,ve Lab

n プラットフォーム学
u プラットフォーム学連続セミナー

n その他
u プログラム履修者に対する各種⽀援（RA、TA雇⽤、研究活動経費⽀援）

プログラムの構成

© 2022 Kyoto University. All Rights Reserved.
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プラットフォーム学を実践する共創環境︓Platform Initiative Lab

京都⼤学学内 ５G（ローカル５G）システムによるオープンラボ構築（NTT⻄⽇本様との協働）

京都⼤学(吉⽥キャンパス)
QUINTBRIDGE*

*NTT⻄⽇本が提供するオープンイノベーション施設

ソーシャルICTハブ

Wi-SUN

ローカル5G

ローカル5GIaas基盤

データ分析 企業マッチング

NTT⻄⽇本（京橋）⼤学構内、農場、病院

フレッツ回線

Wi-RAN

無線ユニット
（RU）

ローカル５Gシステム(SA)︓複数社の製品
免許取得済キャンパス内を移動して利⽤可能

CU+DU

5G コア
ネットワーク

端末（UE）

BLE

Internet
(LTE経由)

Wi-SUN
BLE

Wi-SUN

Wi-Fi

BLE-Wi-SUN/Wi-Fi
IoTゲートウェイ

IoTゲートウェイ(Wi-SUN、Wi-Fi、BLE)により各種セン
サーからの情報をローカルに集約（１００台規模の設備）

VHF帯を利⽤（200MHｚ帯）
伝送速度は最⼤約８Mbps程度
4k動画像の伝送可能
伝送距離は最⼤100km（Typ. 25km)
最⼤30段の直列多段中継を実現
網⽬構造のネットワークを⾃⾝構成
標準化済み
省庁等を中⼼に導⼊

ローカル5G
WRAN

Wi-SUN

京都⼤学を５G,Beyond５Gの研究開発ワールドに︓本物（全て標準化済）のシステムの利⽤を⼤学の教員・学⽣に

© 2022 Kyoto University. All Rights Reserved.
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プラットフォーム学を実践する共創環境︓Pla$orm Ini,a,ve Lab

機器の遠隔制御リアルタイム映像フィールド上のIoTデータの収集・処理

Wi-SUN FUNネットワーク
• 広域フィールドニーズ
• 低速〜中速IoTニーズ

NTT ⻄⽇本IaaS/データ処理基盤

データ処理・学習・予測

IoTセンサー／機器・機材

多様で多層な
ワイヤレスアクセス環境による

ネットワーク基盤

パブリッククラウド/データ処理基盤

データ蓄積・可視化

WiFi ネットワーク
• 低域フィールドニーズ
• 中速から⾼速IoT、動画像伝送ニーズ

WRAN ネットワーク
• 超広域（20km越）フィールドニーズ
• 低速〜中速IoT・動画像伝送ニーズ

ローカル５Gネットワーク
• 低遅延（ミリsec単位のリアルタイム性）ニーズ
• ⾼速IoT・動画像伝送ニーズ

研究室ローカル計算機環境

研究・開発・処理

データ収集・機器制御データ収集・機器制御

研究終了後→実⽤化研究、実⽤化へ

農業分野
• センサー等による気象、作物、作業者、農機等の情報の収集、
整理、分析、共有

• ⽔⽥センサ、ゲノムデータ、農業経営データ、森林管理データ
等公的ビッグデータとの統合

• プラットフォームを利⽤したスマート農業、バイオインフォマティク
ス、農業 ICTの構築

医療分野
• 医療情報機器等の利⽤による平常時の⽣体情報取得の収集、
整理、分析、共有

• 電⼦カルテ情報、公的ビッグデータとの統合
• プラットフォームを利⽤した医療資源制御、遠隔医療、予⾒医療、
医療施策⽴案システムの構築

防災・災害⽀援分野
• センサー等の利⽤による平常時の⾃然環境情報の収集、
整理、分析、共有

• 地理データ、気象データ等公的ビッグデータとの統合
• プラットフォームを利⽤した災害予⾒、災害⽀援ネットワーク
の構築

各分野での利活⽤例
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プラットフォーム学セミナー 概要
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回 年⽉ テーマ 登壇者１ 登壇者２ 登壇者３ 登壇者（京都⼤学）

9 2022/03/30
次回開催

コンテンツ保護 東映
⽩倉伸⼀郎⽒

KADOKAWA
井上伸⼀郎⽒

公共政策⼤学院
岩下直⾏教授

8 2022/02 ⽇本の⾷ 料理研究家
⼟井善晴⽒

堀河屋野村
野村圭佑⽒

農学研究科
⽥尾⿓太郎教授

7 2022/01 気候変動 理化学研究所
松岡 聡⽒

ウェザーニューズ
鈴⽊孝宗⽒

農学研究科
栗⼭浩⼀教授

6 2021/12 エネルギー アニメ・特撮研究家
氷川⻯介⽒

東京電⼒
篠⽥幸男⽒

農学研究科
吉⽥天⼠教授

5 2021/11 医療 プロデューサ/脚本家
増本淳⽒

メドレー
豊⽥剛⼀郎⽒

医学研究科
⿊⽥知宏教授

4 2021/10 林業・森林⽣態系 元ギネスワールドレコー
ドアワード
⼩川エリカ⽒

ニトリ
富井信⾏⽒

東京チェーンソーズ
⻘⽊亮輔⽒

農学研究科
北島薫教授

3 2021/09 スマート漁業 喜代村（すしざんまい）
⽊村清⽒

船団丸代表
坪内知佳⽒

古野電気
⻄森靖⽒

農学研究科
三⽥村啓理教授

2 2021/08 災害レジリエンス 映画監督
樋⼝真嗣⽒

パナソニック
荒川剛⽒

OneConcern
堺淳⼀⽒

防災研究所
畑⼭満則教授

1 2021/06 スマート農業 ⽇本テレビ
島⽥総⼀郎⽒

ヤンマーアグリ
⽇⾼茂實⽒

オプティム
休阪健志⽒

農学研究科
飯⽥訓久教授

p ⼤学のディスカッションを⼀般公開（平均１５０、最⼤３５０名の参加登録者）
p ご登壇者として⼤学の教員と当該テーマの専⾨家だけではなく、当該分野に深く関わり、
広く世間に影響を与えている有識者にご登壇いただき、多⽅⾯から当該テーマを議論
（会えない⼈に会える、聞きたい話が聞けるセミナー）

p 数名の登壇者からの情報提供、対話を通じた議論のみ、各分野で想定されるプラットフォ
ーム、構築するための視点、実現に向けたギャップを網羅的にディスカッション

p 履修⽣は、セミナー終了後、履修⽣専⽤時間で個別に質疑可能
p 理系学術だけではなく学術構築のために⽂系学術にも踏み込みテーマ設定

異次元
の対話

⼤学教員 企業
ベンチャー

当該分野の
インフルエンサー

© 2022 Kyoto University. All Rights Reserved.
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⽇本が世界を先導する“背⾻”を探究する議論

n 社会で起こりうる事象、現象を仮想空間で模擬し、解決を模索する時
代（例︓デジタルツイン、メタバース）

n 情報通信基盤は⽇本の存在感は無くなってきている
n ポケモン、たまごっち・・・世界を席巻し、⽂化を作る“素材”はある
n ⽇本オリジナルの社会的倫理観、公正性、価格の均衡といった集団と

しての意志決定メカニズムを実装すると勝てる可能性があるのでは︖

⽇本オリジナルとはなにか︖
⽇本の“背⾻”とはなになのか︖
⽇本の“⾷”を通じて考える

主旨

© 2022 Kyoto University. All Rights Reserved.



情報学を基軸とし、実ビッグデータ
および⼤規模データ収集基盤を⽤い、

農業、医療、防災に関してプラットフォームの
“基盤構築”ができるプログラム

情報学内外の“⽂理融合の観点”から
プラットフォーム構築に必要な技芸

（プラットフォーム学）を習得することが
できるプログラム

プラットフォーム学まとめ

⽂理混在型、異⽂化融合知能情報学 計算機科学
数理科学・⼯学 システム科学

通信⼯学 社会情報学

情報学がもつ側⾯ 情報学外がもつ側⾯
農学 医学 防災

法学 公共政策 倫理 流通

社会問題 プラットフォーマ
⼈材

社会問題
（農業、医療、防災）

時代が抱える問題
（⾼齢化、出⽣率、国際化）

環境が抱える問題
（温暖化、 CO2排出量）

利⽤シーンの問題
（陸、海、空）

（信頼度、時間、空間、
セキュリティ）

制約条件の問題

中核卓越専⾨⼒

深化専⾨⼒

⽂理融合⼒

構築⼒

推進⼒

持続⼒

⾼い専⾨知識
独創性のある研究開発能⼒

中核分野を深化できる専⾨知識
副専攻分野の醸成

プラットフォーム構築設計能⼒
プロジェクト構築能⼒

プラットフォーム構築、コ
ミュニティ形成に必要な⽂

系学術

⼤型プロジェクト推進能⼒、
管理能⼒、

成果の国際展開能⼒

国際標準化等構築能⼒
成果の社会実装、持続化⼒

情報学系
国際連携機関

情報学外系
国際連携機関

6つの能⼒
京都⼤学内外の連携

合計41機関
のプログラム担当者

プラット
フォーム学

倫理、法学
流通

データ論
意味論 解釈論
表現論 処理論

情報流体論

社会
アクティ

ベーション論

システム
駆動論

コミュニティ
形成論

アーキテクチャ
構築論

特⾊2特⾊1

“複数専攻・分野時代”の特⾊ある修了審
査、学位のあり⽅を創出するプログラム

特⾊3

13

⼤学において、⽂理融合分野を網羅した観点から教育、研究を
卓越した担当者がワンストップ⼈材育成し、次世代のプラットフォーム

構築を牽引するフィロソフィーをもったリーダを育成
© 2022 Kyoto University. All Rights Reserved.



14

Beyond ５G時代の⼈材育成︓プラットフォーム構築の観点から
プラットフォーム学を修めた学⽣をさらに実社会・ビジネスの世界でも⽇本を牽引するリーダにするために
、プラットフォーム構築の観点から必要となるBeyond5Gシステムの研究・開発・標準化を⽀援する拠点の
構築が急務。構築する拠点は以下に⽰す視点でプロジェクトを管理・評価・⽀援を⾏う必要性がある。
n プロジェクトの受け⼊れ（時代に合わせた柔軟なプロジェクトを構築）

u プロジェクトの提案を経験・年齢等を超え広く受けいれ、プロジェクト活動を⽀援 ②で実施
u 基盤・アプリ等プラットフォームに関する様々な提案を受け⼊れプロジェクト活動を⽀援
u 予算規模に合わせ提案プロジェクトをカテゴリ化、異なる規模のプログラムを構成 ②で実施
u 総務省の予算を使うプロジェクト、⺠間がスポンサーの予算を使うプロジェクト両⽅を募集 ②で実施

n プロジェクトの管理
u 各プラットフォームは、プロジェクトマネージャが全責任を持ってマネージメントし、研究者、連携者を決定し、
予算配分も実施 ①で実施

u 基⾦等、⼤きな予算を“柔軟”に予算執⾏ ①で実施
n プロジェクトの評価（徹底した競争環境を構築）

u 評価者は“同業者”ではなく、しがらみのない評価者、提案者が評価してもらいたい評価者が評価 ①②で実施
u 年次評価の点数はマネージャ間で共有、必要に応じて公開 ①③で実施
u 評価に応じて次年度の予算が⼤きく変動 ①③で実施

n プロジェクトの開発、実⽤化⽀援
u プラットフォーム構築に必要な試作・評価を⾏う⼤型、⾼価な設備が利⽤可能 ③で実施
u メンター等、当該分野の専⾨家の助⾔を必要に応じて受けることができる環境が整備 ③で実施
u オペレータ等の実運⽤をサポートする体制が整備

n プロジェクト間の連携を⽀援
u 連携すべきプロジェクトを⾒極め、プロジェクト連携を⽀援
u プロジェクトを拡充する企業を紹介⽀援
u 企業マッチング、実⽤化のためのファンディングを実施 ②で実施

国において、① 内閣府ImPACTプログラム、②総務省異能vationプログラム、③総務省電波COEプログ
ラムですでに実施・成果がでている。しかし各プログラムのよい“点”が結びつき、“線”、“⾯”になってい
るプログラムはまだない。プラットフォームというキーワードでBeyond ５Gを牽引する拠点が必要。
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https://www.platforms.ceppings.kyoto-u.ac.jp/


